










レクリエーション機器の貸し出し

東日本大震災義援金、受付延長のお知らせ

田原市民生児童委員協議会にはいく
つ部会があるでしょうか。

ハガキに答えとお名前、ご住所、「社協だより」や「社協」へ
のご意見、ご感想をお書き添えのうえ、ご応募ください。
抽選で５名の方に図書カードをお送りします。

▼ 締　切　平成24年10月15日（月）（当日消印有効）
※7月号の応募数は29通でした。
　ご応募ありがとうございました。

❶ 3 ❷ 7 ❸ 4
社協だより4ページをご覧ください。

　多くの皆様から義援金をお寄せいただき、誠にありがと
うございます。
　東日本大震災義援金について、被
災者に対する継続した支援の必要が
あることから、受付期間が平成25年
3月31日まで延長されました。引き
続き、温かいご支援をお願いします。

司法書士による
登記・法律無料面接相談
～法の日記念事業～
●日　時　平成24年10月6日土　10時～13時　
●ところ 田原福祉センター　相談室１・３
●内　容　登記に関すること（不動産の相続、贈与など、

会社の登記）／民事裁判の手続に関すること
（多重債務、敷金返還など）／家庭裁判所の手
続に関すること（夫婦や親子の問題、遺産分割、
成年後見など）／遺言の作成に関すること

●申込み 予約可・当日会場でも受け付けます（先着順）

●日　時 平成24年10月1日月～5日金　
 10時～16時　
●ところ 愛知県司法書士会豊橋支部事務所（豊橋市

前田南町）
●内　容 同　上
●定　員 １日6名（予約制・申込順）

「第６２回社会を明るくする運動」講演と映画の会が
開催されました
　７月１１日(水)13時３０分から田原文化会館において、第６２回社会を明るくする運動「講演と映画の会」が開催されました。
　当日は、小雨の降る中にもかかわらず、大勢の方に出席していただきました。紙面を借りてお礼申し上げます。
　名古屋保護観察所次長　岸　規子氏には、“地域のチカラを考える”と題し、罪を犯した人や非行をした少年の立ち直りのた
めに、その再出発を見守り支えて行く地域社会の重要性について講演をいただきました。
　今後とも、多くの方が、自分自身の生活する地域を見守り、犯罪や非行のない誰もが暮らしやすい地域社会を築いて行くた
めに、更生保護活動並びに社会を明るくする運動にご理解とご協力をいただけますようお願いいたします。

小学生による一人暮らし高齢者への暑中見舞い訪問
　７月１９日木高松小学校６年生の児童の皆さんが、高松小学校区の一人暮らしの高
齢者の皆さんへ暑中見舞い訪問をしました。
　暑中見舞いを実施する前に、７月２日月、社協職員が６年生の児童の皆さんへ、暑
中見舞い訪問の意味や目的を伝えるオリエンテーションを実施しました。「一人暮らし
ってどういうこと？」、「高齢者ってどういう状態？」と実際に一緒に皆さんに考えてもら
いました。オリエンテーションの後、児童がそれぞれ、自分の住んでいる近所の一人
暮らしの高齢者の方に、「学校で流行っていること。」や「自分の好きなこと。」などを

書いた暑中見舞いのハガキを作成しました。
　１９日の当日には、３グループに分かれ、民
生委員、社協職員と一緒に一人暮らしの高齢
者のお宅を訪問。最初は緊張していた児童も、「ありがとう。」、「また見かけたら声を掛
けてね。」と高齢者と接するうちに次第に笑顔に変わり、途中からは児童が率先して案
内をしてくれました。
　今回の暑中見舞い訪問で、地域の一人暮らし高齢者と学校がつながり、２学期には、
引き続いて学芸会の案内をしていただけるそうです。学校と地域の一人暮らしや高齢
者のみの世帯、障害のある方、外国人の方などとの架け橋を、社協は行っています。
今後は、全市的に広げられるように事業を展開していきます。

　田原市社協では、ふれあいサロンやお祭り等の地域の行事を盛り上げ
るため、ゲーム機器等の貸し出しを始めました。お気軽にご利用ください。

●申込・問合せ先 〒４４１－３４２２　田原市赤石２－２
 田原市社会福祉協議会　　☎23-0610

ふくし募金箱設置店紹介
　ふくし募金箱の設置にご協力いただきありがとうござい
ます。
　ビール亭改めAキッチンに改名しました。

　ふくし募金箱を置いていただける皆さんを募集しています。
　ぜひ御協力をお願いします。

ご家族みんなでお越しください。
お待ちしております。

福祉センター

とまと 至豊橋

めっくんはうす

おすすめレシピ紹介おすすめレシピ紹介おすすめレシピ紹介おすすめレシピ紹介
さんまの蒲焼 【材　料】 【4人分】

さんま
小麦粉
合せ調味料
　酒
　みりん
　砂糖
　醤油
サラダ油
ししとう
白ねぎ
粉山椒

……………………4尾
………………大さじ２

…………………大さじ３
……………大さじ２
…………大さじ２～３
…………大さじ３～４
……………大さじ２
……………８～１２本
………………1/2本
…………………適量

Aキッチン

《作り方》
①さんまは、頭と内臓を取り除き水洗いし水気
を拭き、三枚におろす。
②白ねぎは3㎝の長さに切り、縦に細いせん切
りにして水に放ち、水気を切っておく。（白髪
ねぎ）
③ししとうは軸を切りそろえ、切り込みを入れる
④フライパンを熱してサラダ油を少々引き、し
しとうを炒め、いったん取り出しておく。
⑤さんまに薄く小麦粉をまぶしつけ、フライパ
ンに残りのサラダ油を足し、さんまの身側か
ら並べ入れ、焼き色がつくまで両面焼く。
⑥合せ調味料を加え、照りよく両面にからめる。
⑦器にさんまを盛って、残ったたれをかけ、しし
とうを添え白髪ねぎをのせる。粉山椒を振り
かけていただく。

▲事前オリエンテーション

▲ハガキを渡す児童

※12いずれも、申込み・問合せは
愛知県司法書士会東三河総合相談センター
（0532－54－5665・受付時間 平日9時～16時）

No.
1
2
3
4
5

数量
1
1
1
2
2

ゲ ー ム 名
ボールボードゲーム
ターゲットゲーム
マ ジック ナ イ ン
輪 投 げ
オ セ ロ

▲マジックナイン▲ボールボードゲーム ▲ターゲットゲーム ▲輪投げ ▲オセロ

1

2

6 7
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